
スΪՖค発ੜݯの新たな対ࡦとして、スΪの༤Ֆ͚ͩをރΒすྨە Sydowia japonicaʢγυΟΞەʣ
を用いて、期間で�0ˋҎ্の༤Ֆをࢮރさͤる๔ݒࢠӷを開発しました。また、๔ݒࢠӷをౚ݁
剤として剤Խすることに成ޭしました。さΒに、࣮用ࢭՄなࢄ૩することでคԽし、࣮際にס
的かͭ効的なࢄࢪ用法として、ਓྗによる্ࢄ法ແਓϔリίプλʔによるۭதࢄ法を開発
し、ྨەを用いてਓҝ的にスΪՖคのඈࢄをࢭできることを໌Βかにしました。

専門用語

成果

ࡦରࢭࢄΛ༻͍ͨεΪՖคඈྨە
ɹ私たちは、スギの༤ՖだけにدੜするシドウΟアەをࣗવ
界で発ݟし、この๔ࢠを用いて、期ؒで༤Ֆをࢮރさせ
る（図1）ことによって、Ֆ粉のඈࢄをえるࢭ液（๔ࢠ
10�個ʗDD � 5％大౾༉ � 1�6％Ϩシチン）を開発しまし
た。そこで、このࢭ液を׆用したスギՖ粉ඈࢄࢭ法の
࣮用化を目ࢦして「ࢭ液の剤化」ٴͼ「࣮用的なࢄ
。用技術の開発」に取り組みましたࢪ

ࢭӷͷࡎԽ
ɹシドウΟアەの๔ࢠをਓ的にࢄするには、๔ࢠを大
量に作るシステムがඞ要です。πァϖοクドクスഓを用い
ることで、約2000ʙ2500 ԯ個ʗ-の大量ഓཆに成ޭしま
した（図2ɼ3）。さらに、ഓཆしたシドウΟアەの๔ࢠをౚ結ס
૩することで、๔ࢠの׆性をࣦうことなく粉化することに
成ޭしました（図4）。これにより、๔ࢠの常温またはྫྷଂ
のอ存が可能になり、ࢭ液の剤化に目処がཱちました。

ࢭӷͷՖคඈࢄ੍ޮ果
ɹࢭ液をࢄしたࢬとࢄしないࢬのՖ粉ඈࢄ量を「ା
がけ法」によって比較しました。ࢭ液を11݄にࢄする
と�0％Ҏ্の༤Ֆがࢮރすることにより、ࢄしないスギ
に比較してՖ粉ඈࢄ量を3％ఔ度まで、12݄にࢄした
合は1�％ఔ度まで੍することができました（図5）。

ਓྗʹΑΔ্ࢄ๏
ɹެԂやࣾࣉ林のখن模২のスギを定して্ࢄ
法を検討しました。１ࢬあたり༤Ֆংが10 ʙ 100本ܗ成
されたスギྸ林で、ໄثをってࢭ液を「50DD ʗ
がಘられࢮރした۠では、�0％ఔ度の༤Ֆংのࢄ「ࢬ
ました（ද1）。

ແਓϔϦίϓλʔʹΑΔۭதࢄ๏
ɹແਓヘリίプターを用いることで、高いҐஔにある༤Ֆ
のࢄ（図6）やؒ࣌のࢄを可能にするため、ैདྷ
の農薬ࢄ用ແਓヘリで用いられてきたϊζルの༷をվ
ྑし、スギ林に効果的にࢄするඈߦ法を検討しました。こ
の結果、スギ林ԑ෦に対して、高さ5 m、෯5 mのൣғに
ࢭ液6 -をࢄした結果、�0％Ҏ্の༤Ֆをࢮރさせる
ことに成ޭしました（ද2）。

ͷ課題ޙࠓ
ɹこの研究では、スギՖ粉のඈࢄࢭ液を剤化するとと
もに、ແਓヘリによるۭ中ࢄࢪ用が可能であることを໌
らかにしました。࣮用化のためには、薬効を最大ݶに発ش
するࢄ量のܾ定やඍੜ物農薬としてొする試験など、
まだまだ研究開発すき課題が残されています。私たち
は、今後も、これらの課題を解ܾしてスギՖ粉ඈࢄࢭ液
の࣮用化につな͛る技術開発に取り組Μでいきます。
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πΝϖοΫυΫεഓɿ有機物はシϣ糖のみ、ଞはແ機
塩類のみで構成されている合成ഓ。
ା͕͚๏ɿ༤ՖのணՖしたࢬにグラシンࢴで作成した
ାをかͿせ、水ࠩしして開Ֆをଅした後に、開Ֆした༤Ֆ
からՖ粉をऩ集する方法。

表1
ਓྗʹΑΔ༤Ֆংのࢭӷのༀޮݧࢼ

ˎໄثによるࢄ

ˎऑࢄ۠	6-ʗ25ᶷ

12-ʗ25ᶷ	۠ࢄڧͼٴとも
ɹに高いස度でࢮރがಘられました。
ɹڧর۠ɿ෦の༤Ֆং、ऑর۠ɿ陰෦の༤Ֆং

図1
ࢭӷのࢄʹΑͬͯ͠ࢮރた
༤Ֆং

図�
ࢭӷΛࢄ͠たεΪࢬと௨ৗʢࢄͳ͠ʣ
のࢬのՖคඈࢄ量のൺֱ
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図�
ແਓϔリʹΑΔྛԑ෦のࢄݧࢼ

図2
๔ࢠΛେ量ʹੜ͢࢈Δ
δϟʔഓཆஔ

表2
ແਓϔリʹΑΔ༤Ֆংのࢭӷのༀޮݧࢼ
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ค化͠た๔ࢠ
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